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ついに本格的な夏を迎え、日毎に暑さも増

してきております。 

長く続いた梅雨のおかげで、道端の雑草も

元気に成長し道路を占拠しておりましたが、 

通行の安全と環境保護のために、清掃作業を

実施し皆さんのご努力のおかげで、綺麗に除

草することが出来ました。 

地域の皆さんには、通行の際ご迷惑をおか

けいたしましたが、作業員にご注意をいただ

き無事に通行の安全を確保することが出来

ました。ご協力ありがとうございました。 

７月２１日（火）地域が招く、地域主体の集会として、「まちづくり校区懇談会」が開催され、今年度も地域と市が一体とな

った協働のまちづくりを推進するため、生活に身近な課題や地域のあるべき姿について、お互いの立場を理解しながら問題解決

に向けて話し合いました。 

まず、市長より市の重点事業についてご説明いただきました。  ・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

①新型コロナウイルス対策予算 

②子育て応援券給付事業 

③オンライン学習支援事業  

④市内中小企業者等応援給付金 

⑤テレワーク推進支援事業 

⑥主要幹線道路網の整備 

⑦滝の宮公園リニューアル事業 

⑧消防・防災合同庁舎 

⑨東田団地の建て替え 

⑩スマートシティ推進事業 

○安心安全なまちづくりを推進するための、市内小中学生およ

び高齢者を対象にした「見守りシステム」の導入。 

○バスの位置情報や時刻表などをスマホアプリでリアルタイ

ムに提供し、公共交通の利便性の向上を図る「バスロケーシ

ョンシステム」の導入などを予定しております。 

⑪マイナンバーカード交付事業 

⑫マイナポイント事業 

⑬あかがねポイント事業 

⑭健康プログラム事業 

⑮電動アシスト自転車購入支援事業 

 自転車の利用促進を図るとともに、高齢者の移動手段を確保す

るため、電動アシスト自転車の購入費用の一部を補助するもの。 

⑯インバウンド観光推進 

⑰まちなか産直市場開設支援事業 

⑱小中学校ＩＣＴ環境整備 

⑲生涯活躍のまち拠点施設整備事業 

以上、項目毎にご説明頂きました。 

今後の取り組み方針では、新居浜市には豊かな自然と、歴史

や文化、ものづくりの技など、後世に伝えるべき数多くの素晴

らしい地域資源や宝がある。 

これらの地域資源を磨いて新しくする「再発見」そして、

今までにない新しい魅力を生み出す「創造」、この２つの「新

しい」を「チカラ」に変えて 

「再発見」＋「創造」→「チカラ」 

～新 し い 新 居 浜 を 創 造～ 

「みんなが主役」「みんなが誇れる」「みんなが愛される」

を推進し『市民の笑顔輝く新居浜市』の実現に向けてまい進

すると締めくくられました。 

校区課題では、大成自治会から「別子山地域内市道・林道

の通行制限について」質問し、災害発生から復旧まで長期に

わたり通行止めとなっている市道等、復旧の対応方針、住民

への報告の流れについて説明を求めました。 

また、「高齢者の福祉バス利用について」では、高齢者の皆

さんは、買物や通院のため別子山地域バスを利用しているが、

市街地での自力移動が困難な皆さんの通院や日用品の買い出

しの為、定期的な福祉バス運行が出来る様に配慮をお願いし

たいと質問し、回答をいただきました。 

他にも様々な質問に対しまして、真摯に向き合い前向きな

ご回答いただき、非常に有意義な懇談会となりました。 

関係者の皆さんお疲れ様でした。 
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※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねください。 

こんにちは、地域おこし協力隊です！ 

いよいよ夏真っ盛りとなり、暑い日が続きますが、皆さん

夏バテなどされていませんか？ 

さて、活動の一部を報告したいと思います。 

今年も大永山から成地区までの県道の草刈り作業に参加し

ました。 

７月１２日に作業がスタートし、月末までに完了しました。

調べてみると約３０ｋｍ程の道のりでした。驚きです。 

昨年は慣れない長時間の草刈り作業にクタクタになりまし

たが、今年は大野山サトウカエデ周辺の草刈り作業で鍛えら

れたのでしょうか、草刈りをしながら、生えている植物や生

物を見る余裕ができました。 

キイチゴや熟していないアケビなどがあり、休みに採りに

行ってみようかな、などと思いました。ですが、ケムシに刺

されてカユイのはもうコリゴリです。 

これからも、皆さんとの様々な活動楽しみにしております。 

 

①別子小中学校 １３：００～１３：４０ 

②別子山支所  １３：５０～１４：３０ 

新居浜市立別子銅山記念図書館 

℡ 0897-32-1911 

～～風水害への備え～～ 
「備えあれば憂いなし！」備えとは一体どんなこと？ 
家族会議を開こう 

家族そろって災害について話し合い、防災意識を高めましょ

う。   話し合っておきたいこと 

Ⅰ、家の周辺の危険個所を全員で確認 

  （実際に歩いてみる） 

Ⅱ、避難場所はどこか、どのルートで避難するのか 

  （より安全に避難場所まで辿り着くルートを確認する） 

Ⅲ、どうやって連絡を取合うか、家族がどこに集合するのか 

（災害時、電話やメールでの連絡は困難になるので、伝言ダイ

ヤル１７１「誰もイナイ」やインターネットの災害対応掲示板

を利用しよう。） 

Ⅳ、災害時の役割分担（非常持出品、子供・高齢者の誘導等） 

８月を迎え夏真っ盛りですねぇ!! 

皆さんいかがお過ごしでしょうか? 

さて、今年も非常に長〜い梅雨空が続きましたねぇ。昨年も

7 月下旬まで明けませんでしたが、やはり地球温暖化の影響で

しょうか? 

さらに、新型コロナウイルス感染症は世界的に蔓延させてし

まいました。国内でも、これまでの感染者数が３万人以上で、

愛媛県内でも８７人（7 月 27 日現在）とまだまだ増え続けて

います。 

特効薬「ワクチン」の開発も世界的に開発に取り組んでおり

ますが実用化できるのは、1 年以上先になる様です。  

人との間隔は２メートル以上空けることや、なんでもオンラ

インで行う事、常にマスク着用等、しんどいことも多いですが、

新しい生活様式がもう当たり前のことになりつつあると自分

自身も感じております。何より一日も早く、ウイルスが収束す

ることを願うものでございます。 

夏本番を迎え、本格的な暑さが続くものと予想されます。 

屋外で作業等される場合は、水分補給を忘れず身体には十分

注意をしてお過ごしください。 

別子山地区にやってきます。 

みなさん是非ご利用ください。 

８月２0 日（木）に巡回します。 
 

非常持出品を準備しよう 
非常食、衣料品、貴重品、救急用品、衛生用品、照明、携帯

ラジオ、その他必要なものを袋に入れて持ち出しやすい場所に

準備しよう。 

情報を集めよう 

 台風や豪雨などは、規模や時期をある程度予想できます。 

 天気予報など気象に関する情報をチェックしましょう。 

 

 被害は地形と関係があるため過去の災害による被害情報が

役立ちます。 

 

 市役所（消防）・警察署から身近な情報を得ることができま

す。災害時に避難などの指示が出されたときは、すみやかに従

いましょう。 

６月 28 日（日）別子山市民プールの清掃作業を行いました。 

今年度の市民プールは、新型コロナウイルス感染症の感染リスク拡大防止の観点

から、利用者が安心・安全に利用できる環境を確保できないと判断し、別子山市民

プール及び市内の市民プールにつきましては、やむを得ず休場となりましたが、別

子山市民プールについては、衛生管理の徹底と将来の使用を見越して、一年ぶりの

清掃作業を行いました。 

作業は、表面についた水垢や水路にたまった落ち葉等、ゴミの量は大変なもので

一年がかりでしみついた汚れは、手作業で綺麗に洗い流しました。 

早朝よりお手伝いをいただきました皆さん、ありがとうございました。 

３月に開催を予定し、新型コロナウイルス感染症拡大予防の

ため、延期となました「別子山地域の未来を考える会」が主催

いたします標記住民総会を、次のとおり開催いたしますので、

是非ともご参加ご協力をお願いいたします。 

日時：８月３０日 13：00〜 
場所：別子山公民館 大ホール 

➀基調講演会：有機農業講師 佐伯 康人 氏 

➁生ごみたい肥化説明会：講師 環境市民会議メンバー 

➂別子山地域住民総会 

：指導助言 愛媛大学名誉教授 藤目 節夫 先生 

「スロービレッジ別子山」構想について解説 


